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39質問時間
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60分

第6回定例会で18人が登壇
鹿沼市政について質問をしました。

議員紹介はこちらからどうぞ。
各質問議員のQRコードからは、それぞれの
一般質問の動画をご覧いただけます。
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会議の記録は議会ホームページの会議録システムから検索・閲覧できます。

さ
ら
に
は〝
地
域
産
業
の
活
性
化
〟に
つ
な
げ
る

こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
全
職
員
と
市
民
、
市
外

の
関
係
者
等
が
つ
な
が
り
を
深
め
、
ま
ち
づ
く

り
の
一
員
と
な
っ
て
、
住
む
人
が「
イ
キ
イ
キ

す
る
」、
訪
れ
る
人
が「
ワ
ク
ワ
ク
す
る
」鹿
沼

市
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

②
郷
土
愛
を
深
め
る
た
め
に
、
市
民
が
市
公
式
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
か
ら
地
元
の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と

で
、
さ
ら
に
本
市
の
魅
力
を
自
慢
で
き
る
仕
組
み

を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
、
本
市
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
き
っ
か
け
に
つ
な
が

る
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に

は「
い
ち
ご
」を
メ
ー
ン
に
配
置
し
、
自
然
と
共

生
す
る
暮
ら
し
方
や
、
ま
ち
の
人
の
温
か
み
な

ど
、
観
光
や
移
住
情
報
も
総
括
し
た
構
成
で
、

強
く
印
象
を
与
え
る
よ
う
な
動
画
も
前
面
に
押

し
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
市
民

を
巻
き
込
ん
で
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
し
よ
う
と

い
う
こ
と
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
具
体
的
に
は
、

市
民
が
市
内
の
い
ろ
い
ろ
な
場
所
を
訪
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
季
節
感
あ
ふ
れ
る
情
報
を
提
供
し
て

も
ら
う
と
い
っ
た
よ
う
な
新
た
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
予
算
に
つ

い
て
は
、
営
業
戦
略
本
部
の
中
で
精
査
し
て
い

き
、
令
和
２
年
度
の
な
る
べ
く
早
い
時
期
の
稼

働
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
台
風
19
号
の
被
災
に
つ
い
て

○
公
共
交
通
に
つ
い
て

○
街
区
公
園
に
つ
い
て

阿 部　秀実 議員

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
伺
う

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

①
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
目
的
・
目

標
②
市
民
と
の
関
わ
り
方
③
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁（
総
務
部
長
）─
─
─
─
─
─
─
─
─

市
民
が
市
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
か
ぬ
ま
の

魅
力
を
発
信
す
る
仕
組
み
を
つ
く
り
ま

す
！

　

①
本
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
政
策
を

さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
、
そ
の
推
進
体
制
と
し

て
、
10
月
に
庁
内
組
織「
営
業
戦
略
本
部
」を
設

置
し
ま
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た「
い
ち
ご
市
の
認
知
度
向
上
」、「
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
強
化
」だ
け
で
な
く
、〝
交

流
・
関
係
人
口
や
移
住
・
定
住
人
口
の
獲
得
〟、
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所
有
林
が
離
れ
た
場
所
に
あ
る
場
合
、
複
数
の

計
画
を
立
て
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
区
域
計
画

は
、
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
面
積
が
あ
れ
ば
、
計
画

が
策
定
で
き
る
こ
と
か
ら
、
森
林
組
合
や
森
林
所

有
者
に
対
し
、
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
働
き
か

け
、
計
画
面
積
の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

②
今
年
度
の
譲
与
予
定
額
は
３
千
500
万
円
で

あ
り
、
こ
の
う
ち
約
２
分
の
１
の
額
に
当
た
る

１
千
755
万
円
が
９
月
に
譲
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
財
源
に
、
西
大
芦
地
区
の
一
部
を
モ
デ
ル
地
区

と
し
て
選
定
し
森
林
整
備
を
進
め
る
た
め
、
所

有
者
へ
の
意
向
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
所
有
者
が
市
に
経
営
管
理
の
委
託
を
希
望
す

る
森
林
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
中
に
境
界
の
確
認

と
現
況
測
量
を
行
い
、
今
後
の
経
営
管
理
の
内
容

等
に
関
す
る
集
積
計
画
を
策
定
し
、
経
営
管
理
権

を
設
定
す
る
予
定
で
す
。
経
営
管
理
権
を
設
定
し

た
森
林
に
つ
い
て
は
、
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
管
理
面
積
の
拡
大
に
伴
い
、
担
い
手
の

不
足
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
今
後
、
譲
与
税
を
活
用

し
、
研
修
や
資
格
の
取
得
、
安
全
教
育
等
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
担
い
手
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

③
市
及
び
森
林
組
合
の
管
理
林
道
173
路
線
の
う

ち
、
121
路
線
で
土
砂
流
出
、
路
肩
崩
壊
等
の
被
災

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
復
旧
路
線
に
優
先
順
位

を
つ
け
、
順
次
復
旧
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
土
砂
流
出
対
策
に
つ
い
て

○
環
境
対
策
に
つ
い
て

○
安
心
で
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

大 貫　桂一 議員

林
業
行
政
に
つ
い
て
伺
う質　

　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

①
森
林
経
営
区
域
計
画
と
林り

ん

班ぱ
ん

計
画
②
森
林

環
境
譲
与
税
の
活
用
③
林
道
の
台
風
被
害
に
つ

い
て
伺
う
。

答　
　
弁（
経
済
部
長
）─
─
─
─
─
─
─
─
─

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
林
業
担

い
手
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

①
い
ず
れ
も
地
形
な
ど
の
自
然
条
件
か
ら
一

体
的
に
整
備
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら

れ
る
森
林
に
お
い
て
作
成
す
る
も
の
で
す
。
区
域

計
画
は
、
旧
村
な
ど
を
単
位
と
す
る
広
い
範
囲
で

の
計
画
で
あ
り
、
林
班
計
画
は
、
山
林
の
尾
根
や

沢
な
ど
を
境
と
す
る
狭
い
範
囲
で
の
計
画
で
す
。

林
班
計
画
で
は
、
対
象
と
な
る
林
班
の
２
分
の
１

以
上
の
面
積
を
計
画
に
組
み
込
む
必
要
が
あ
り
、

市政を　 う問

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
災
害
は
、こ
の
ケ
ー
ス

に
該
当
し
ま
す
の
で
、
11
月
27
日
に
災
害
対
策
本
部

を
復
旧
・
復
興
本
部
に
移
行
し
、
中
長
期
的
な
視
点

で
復
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
体
制
を
整
え
た
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
は
、
こ
の
本
部
の
事
務
局
を
危
機
監
理

課
に
置
き
、
そ
こ
を
司
令
塔
と
し
て
、
組
織
横
断
的

な
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
全
庁
体
制
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
の
で
、
現
時
点
に
お
い
て
新
た
な
担
当

部
署
を
設
置
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

○�

洪
水
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
指
定
緊
急
避

難
場
所
・
指
定
避
難
場
所
に
つ
い
て

○
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
に
つ
い
て

○
新
庁
舎
整
備
事
業
計
画
の
凍
結
に
つ
い
て

○
新
庁
舎
整
備
事
業
に
つ
い
て

単
独
事
業
で
あ
る「
被
災
住
宅
復
旧
支
援
金
事
業

補
助
金
」に
よ
り
、
復
旧
工
事
に
係
る
経
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。そ
の
ほ
か
に
も
、市
か
ら
見
舞
金

を
支
給
す
る
ほ
か
、
被
害
状
況
に
応
じ
て
、
固
定

資
産
税
や
市
民
税
の
減
免
や
、国
民
健
康
保
険
税
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
の
徴
収

猶
予
ま
た
は
減
免
、
医
療
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
窓
口
負
担
、保
育
料
、水
道
料
金
、下
水
道
使
用

料
の
減
免
を
行
う
な
ど
、
早
期
の
生
活
再
建
に
向

け
、様
々
な
面
か
ら
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

②
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て
は
、
道
路
や
河
川
、
農
地

な
ど
の
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
、ソ
フ
ト
面
も
あ
わ
せ

て
全
庁
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
市

の
地
域
防
災
計
画
で
は
、「
被
災
者
の
生
活
復
旧
及
び

災
害
復
旧
事
業
の
推
進
又
は
著
し
い
被
害
を
受
け
た

地
区
の
復
興
を
総
合
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
」は
、
復
旧
・
復
興
本
部
を
設
置
す
る
こ

鰕 原　一男 議員

台
風
19
号
被
災
後
の
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て
伺
う

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

①
被
災
者
の
生
活
再
建
に
向
け
た
支
援
策
②

復
興
担
当
部
署
の
新
設
に
つ
い
て
伺
う

答　
　
弁�（
総
務
部
長
）─
─
─
─
─
─
─
─
─

市
民
生
活
の
早
期
再
建
に
向
け
、
様
々

な
面
か
ら
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

①
家
屋
が
被
災
さ
れ
た
場
合
は
、
被
害
の
程
度

に
応
じ
て
、
様
々
な
支
援
策
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
」で
は
、
住
居

が
全
壊
す
る
な
ど
、
生
活
基
盤
に
著
し
い
被
害
を

受
け
た
世
帯
に
対
し
、
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

ま
た
、「
災
害
救
助
法
」で
は
、被
災
し
た
住
宅
を
応

急
修
理
し
て
居
住
で
き
る
よ
う
、
修
理
費
用
の
一
部

を
負
担
し
ま
す
。さ
ら
に
、こ
う
し
た
国
の
制
度
の

対
象
と
な
ら
な
い
被
災
家
屋
に
対
し
て
も
、
市
の

初登壇
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し
な
ど
、
安
定
か
つ
順
調
な
財
政
運
営
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

②
新
年
度
に
お
い
て
は
、
台
風
第
19
号
の
災
害

復
旧
が
最
優
先
課
題
と
考
え
て
お
り
、
１
日
で
も

早
く
日
常
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
第
７
次
鹿
沼
市
総

合
計
画
の
４
年
目
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、「
取
り
組

む
全
て
の
事
業
が
人
口
減
少
対
策
」と
の
認
識
の

も
と
、
急
務
で
あ
る「
防
災
拠
点
の
整
備
」や
来
年

１
月
に
着
工
予
定
の「
新
庁
舎
整
備
」、
そ
の
ほ
か

「
Ｊ
Ｒ
鹿
沼
駅
東
地
区
の
整
備
」、「
新
産
業
団
地

の
整
備
」、「
北
犬
飼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整

備
」な
ど
を
重
点
事
業
と
し
て
、
各
種
施
策
の
総

仕
上
げ
に
取
り
掛
か
っ
て
い
き
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
小
中
学
校
連
絡
網
に
つ
い
て

振
興
な
ど
、
本
市
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
を
図

り
な
が
ら
産
業
振
興
を
推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。
こ
れ
ら
が
実
り
、〝
い
ち
ご
〟が
鹿
沼
市
の
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
と
と
も
に
、「
鹿

沼
今
宮
神
社
祭
の
屋
台
行
事
」の
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
登
録
や
新
国
立
競
技
場
へ
の
鹿
沼
産
材

の
供
出
、「
い
ち
ご
ワ
イ
ン
」の
商
品
化
、ロ
ー
マ
教

皇
へ
の
サ
ツ
キ
と
鹿
沼
組
子
の
つ
い
立
て
の
献
上

な
ど
、
う
れ
し
い
話
題
も
数
多
く
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、「
地
域
の
夢
実
現
事
業
」に
よ
る

市
民
が
主
役
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
の
具
現
化
、「
新

産
業
団
地
の
整
備
」、「
小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
」、「
子
ど
も
の
遊
び
場
の
整
備
」な
ど
、
市
民

の
皆
様
に
お
約
束
し
た
各
種
施
策
を
着
実
に
推
進

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
就
任
以
来
、
歳
出
全
般

に
わ
た
る
徹
底
し
た
見
直
し
を
恒
常
的
に
行
い
な

が
ら
、
市
債
の
削
減
や
財
政
調
整
基
金
の
積
み
増

舘 野 裕昭 議員

市
長
の
市
政
運
営
に
つ
い
て
伺
う

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

①
こ
れ
ま
で
の
実
績
②
新
年
度
の
方
針
に
つ

い
て
伺
う
。

答　
　
弁（
市　
長
）─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

新
年
度
に
お
い
て
は
、「
全
て
の
事
業
が

人
口
減
少
対
策
」と
い
う
認
識
の
も
と
、

各
種
施
策
の
総
仕
上
げ
に
取
り
掛
か
り

ま
す
。

　

①
平
成
20
年
６
月
21
日
の
市
長
就
任
以
来
、
健

全
な
財
政
基
盤
の
確
立
を
第
一
に
、
市
民
の
声
に

耳
を
傾
け
る
こ
と
を
信
条
と
し
な
が
ら
市
政
運
営

に
当
た
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
３
期
目
に
お
い
て

は
、「
い
ち
ご
市
宣
言
」や
鹿
沼
産
材
の「
森
林
認

証
取
得
」、
農
林
商
工
連
携
に
よ
る「
６
次
産
業
化

の
促
進
」、「
鹿
沼
秋
ま
つ
り
」を
中
心
と
し
た
観
光

び
避
難
勧
告
発
令
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
の
後
、

清
洲
第
一
小
は
、
10
月
18
日
か
ら
粟
野
中
で
授
業

を
再
開
し
ま
し
た
。
現
在
、
各
種
設
備
の
復
旧
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
自
校
で
の
授
業
再
開
見

込
み
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
明
確
に
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
粕
尾
小
は
、
10
月
23
日
〜
11
月
１
日

ま
で
粟
野
小
で
授
業
を
実
施
し
、
そ
の
後
避
難
勧

告
解
除
を
受
け
、
同
５
日
か
ら
自
校
に
て
授
業
を

再
開
し
て
い
ま
す
。
屋
内
運
動
場
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
躯く

体た
い

の
傾
き
や
構
造
関
係
の
調
査
等
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
復
旧
作
業

の
完
了
見
込
み
は
明
言
で
き
な
い
状
況
で
す
。
ま

た
、
土
砂
流
入
に
対
す
る
砂
防
事
業
を
行
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
引
き
続
き
国
県
に
対
し
て
要
望
し

て
い
き
ま
す
。
両
校
と
も
、
早
期
再
開
に
向
け
努

力
し
て
行
き
ま
す
。

②
大
雨
警
報
が
発
令
さ
れ
る
10
月
12
日
の
前
日

に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
た
の
に
合
わ
せ
、
市

内
計
15
施
設
で
自
主
避
難
所
を
開
設
し
、
災
害

情
報
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
な
ど
で
市
民
へ
の
早
期
避
難
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
翌
日
早
朝
の
大
雨
警
報
発
表
後
も
同
様
の
方

法
で
防
災
情
報
を
流
し
て
い
ま
し
た
が
、
午
後
７

時
30
分
に
は
登
録
が
な
く
て
も
情
報
を
受
信
で

き
る
緊
急
速
報
メ
ー
ル（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）な
ど
に

よ
り
、
警
戒
レ
ベ
ル
４
の
避
難
指
示
を
発
令
し
ま

し
た
。
今
後
は
、
早
い
段
階
か
ら
緊
急
速
報
メ
ー

ル
を
活
用
し
、
積
極
的
に
防
災
関
係
情
報
を
発
信

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
予
算
編
成
に
つ
い
て

○
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て

○
地
域
の
夢
実
現
事
業
に
つ
い
て

鈴 木　敏雄 議員

台
風
19
号
の
被
害
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

①
学
校
関
係
の
対
応
②
市
民
へ
の
防
災
情
報

伝
達
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁（
教
育
長
、
総
務
部
長
）─
─
─
─
─

清
洲
第
一
小
・
粕
尾
小（
屋
内
運
動
場
）

の
早
期
再
開
に
向
け
、努
力
し
て
行
き
ま

す
。

　

①
10
月
15
日
は
加
園
小
、
粟
野
小
、
清
洲
第
一

小
、
粕
尾
小
、
加
蘇
中
、
粟
野
中
の
６
校
、
16
〜

17
日
は
清
洲
第
一
小
、
粕
尾
小
、
加
蘇
中
の
３
校
、

18
〜
21
日
は
粕
尾
小
の
１
校
が
臨
時
休
校
し
ま

し
た
。
加
園
小
、
粟
野
小
、
加
蘇
中
、
粟
野
中
の

４
校
は
通
学
路
の
安
全
確
保
の
面
か
ら
、
清
洲
第

一
小
は
主
に
校
舎
・
屋
内
運
動
場
等
へ
の
床
上
浸

水
、
粕
尾
小
は
屋
内
運
動
場
等
へ
の
土
砂
流
入
及
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❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
防
災
情
報
の
伝
達
に
つ
い
て

○
台
風
19
号
被
害
に
つ
い
て

○
台
風
19
号
被
害
の
対
応
に
つ
い
て

ま
た
は
小
規
模
事
業
者
の
範
囲
に
お
い
て
、
個

人
と
法
人
の
区
別
な
く
、
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

②
個
人
事
業
者
は
小
規
模
で
経
営
し
て
い
る
方

が
多
く
、
情
報
収
集
や
補
助
金
等
の
書
類
作
成

を
自
力
で
行
う
の
が
難
し
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ

と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
法
人
事
業
者
に
つ

い
て
は
、
従
業
員
の
雇
用
に
関
す
る
支
援
策
な

ど
、
会
社
の
規
模
に
応
じ
て
、
様
々
な
支
援
策

を
必
要
と
す
る
場
合
が
想
定
さ
れ
、
被
害
状
況

を
踏
ま
え
て
、
き
め
細
か
い
相
談
や
制
度
の
周

知
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
鹿

沼
商
工
会
議
所
・
粟
野
商
工
会
・
市
内
金
融
機

関
等
と
連
携
し
、
漏
れ
の
な
い
よ
う
制
度
の
周

知
に
努
め
、
被
災
者
の
方
々
に
寄
り
添
い
な
が

ら
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小 島　実 議員

被
災
者
支
援
に
つ
い
て
伺
う

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

個
人
・
法
人
事
業
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
、

①
支
援
制
度
②
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁�（
経
済
部
長
）─
─
─
─
─
─
─
─
─

商
工
会
議
所
や
金
融
機
関
等
と
連
携
し
、

被
災
者
の
方
々
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
し

て
い
き
ま
す
。

　

①
国
・
県
の
グ
ル
ー
プ
補
助
金
及
び
小
規
模

事
業
者
持
続
化
補
助
金
、
市
の
緊
急
経
営
対
策

特
別
資
金
及
び
被
災
施
設
等
復
旧
支
援
事
業
補

助
金
の
４
つ
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
市
の
支
援

制
度
に
つ
い
て
は
、
個
人
事
業
者
と
法
人
事
業

者
の
区
別
を
す
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
・

県
の
支
援
制
度
に
つ
い
て
も
、
大
企
業
と
中
小

企
業
と
の
区
分
は
あ
り
ま
す
が
、
中
小
企
業
者

市政を　 う問

ト
フ
ォ
ン
等
に
よ
る
乗
り
換
え
検
索
に
向
け
、
そ

の
作
業
も
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
市
民
ニ
ー

ズ
の
把
握
に
つ
い
て
は
、
運
行
会
社
か
ら
の
利
用

者
情
報
の
聞
き
取
り
を
行
う
と
と
も
に
、「
ご
意

見
箱
」と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
を
設
置
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
改
善
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
防
犯
カ
メ
ラ
と
防
犯
灯
の
設
置
に
つ
い
て

○
子
ど
も
子
育
て
環
境
に
つ
い
て

○�

台
風
19
号
に
よ
る
被
災
状
況
と
今
後
の
復
旧

に
向
け
た
取
り
組
み
と
課
題
に
つ
い
て

い
ま
す
。

　

②
粟
野
地
域
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
、
粟
野
地
域

全
域
と
南
摩
地
区
の
油
田
町
の
一
部
と
佐
目
町

を
エ
リ
ア
と
し
て
運
行
し
て
い
ま
す
。
エ
リ
ア
以

外
の
目
的
地
は
、
西
沢
町
の
北
川
医
院
、
西
方
病

院
、
楡
木
駅
、
東
武
金
崎
駅
な
ど
で
す
。
デ
マ
ン

ド
バ
ス
利
用
者
の
大
半
が
高
齢
者
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
運
行
エ
リ
ア
外
の
病
院
へ
の
直
行
運
行
に

つ
い
て
は
、
交
通
事
業
者
や
関
係
機
関
等
と
調
整

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

③
各
地
域
の
高
齢
者
サ
ロ
ン
等
で
の
出
前
講

座
の
開
催
や
体
験
乗
車
会
の
実
施
な
ど
に
よ
り

周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な「
バ
ス

利
用
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」を
作
成
す
る
と
と
も
に
、

予
約
方
法
や
乗
り
方
の
紹
介
動
画
も
製
作
中
で

す
。
さ
ら
に
、
全
て
の
年
代
に
お
け
る
利
用
と
本

市
来
訪
者
へ
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
ス
マ
ー

鈴 木　紹平 議員

公
共
交
通
に
つ
い
て
伺
う

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

リ
ー
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
つ
い
て
、
①
終
身

無
料
乗
車
券
②
エ
リ
ア
外
の
病
院
等
へ
の
直
行
運

行
③
利
用
促
進
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁（�

市　
長
）─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
リ
ー
バ
ス
等
の
乗
り

換
え
検
索
が
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い
ま

す
。

　

①
本
市
で
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
、
平
成
29
年

８
月
か
ら
、
運
転
免
許
自
主
返
納
者
へ
の
支
援

策
と
し
て
、
リ
ー
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
終
身

無
料
乗
車
券
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用

状
況
に
つ
い
て
、
本
年
10
月
末
で
、
申
請
件
数
925

件
、
利
用
者
数
は
デ
マ
ン
ド
バ
ス
が
１
万
３
千
290

人
で
あ
り
、
リ
ー
バ
ス
は
約
９
万
人
と
推
計
し
て

初登壇
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ち
づ
く
り
の
推
進
や
人
づ
く
り
を
市
民
の
役
割
と

位
置
づ
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
人
材
の
育
成
に

当
た
っ
て
は
、「
学
ぶ
場
」と「
実
践
す
る
場
」の
両

方
が
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
提
供
・
享
受
で
き
る
施
策

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
の
施
策
と

し
て
は
、「
か
ぬ
ま
生
涯
学
習
大
学
」や
様
々
な
分

野
の
研
修
会
な
ど
の「
学
ぶ
場
」を
提
供
し
、
ま
た
、

「
地
域
の
夢
実
現
事
業
」は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

課
題
解
決
や
活
性
化
に
つ
な
が
る
市
民
の
自
主
的

な
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
る
、
担
い
手
育
成

の「
実
践
の
場
」の
一
つ
と
言
え
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
社
会
の
発
展
の
た
め
に
、「
若
者

の
チ
カ
ラ
」が
不
可
欠
で
あ
り
、
20
代
・
30
代
の
青

年
期
の
人
た
ち
が
、
積
極
的
に
参
画
し
、
重
要
な

役
割
を
担
え
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

②
担
当
業
務
と
の
直
接
的
な
関
係
の
有
無
に
か

藤 田　義昭 議員

次
世
代
を
担
う
人
づ
く
り
・
担
い
手
育
成
の
あ

り
方
に
つ
い
て
伺
う
質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

①
人
材
育
成
の
た
め
の
施
策
②
市
職
員
の
人

口
減
少
・
多
様
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁（
市　
長
）─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

地
域
社
会
の
発
展
の
た
め
、若
者
が
重
要

な
役
割
を
担
え
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く

り
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

①
本
市
で
は
、
第
７
次
鹿
沼
市
総
合
計
画
に
お

い
て
、『
次
の
世
代
に
こ
の
鹿
沼
を
つ
な
い
で
い
く

た
め
に
、一
人
ひ
と
り
が「
愛
着
と
誇
り
」を
持
ち
、

「
他
人
事
」で
は
な
く「
自
分
事
」と
し
て
ま
ち
づ
く

り
に
参
画
す
る
こ
と
』を
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
24
年
４
月
に
施
行
し

た「
鹿
沼
市
自
治
基
本
条
例
」に
お
い
て
も
、
ま
ち

づ
く
り
の
主
体
を「
市
民
」と
し
、
協
働
に
よ
る
ま

と
が
で
き
ま
す
。
本
市
と
し
て
は
、防
災
研
修
会
な
ど

に
お
い
て
、そ
の
重
要
性
を
伝
え
る
こ
と
で
、
各
家
庭

で
の
作
成
を
促
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

③
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
む
中
で
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
に
は
市
民
と
の
協
働
が
不
可

欠
で
あ
り
、
特
に
災
害
時
に
は
自
治
会
と
の
連
携
・

協
力
な
し
に
は
対
応
が
困
難
な
状
況
で
す
。
自
治
会

連
合
会
と
の
間
に
お
い
て
は
、こ
れ
ま
で
も
多
方
面
で

協
力
関
係
を
築
い
て
き
ま
し
た
が
、
地
域
防
災
力
の

さ
ら
な
る
強
化
に
向
け
、
今
後
協
議
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
自
治
会
に
つ
い
て

○
地
域
運
営
組
織
に
つ
い
て

○
自
治
体
Ｓエ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

○
森
林
環
境
税
に
つ
い
て

訓
練
が
４
回
、
炊
き
出
し
訓
練
が
16
回
、
情
報
伝
達

訓
練
が
13
回
、
安
否
情
報
訓
練
が
７
回
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。そ
の
他
、
防
災
講
演
会
が
19
回
、
救
急
法
講

習
会
が
９
回
、ビ
デ
オ
研
修
が
６
回
、図
上
戦
術
訓
練

が
３
回
、避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
が
３
回
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
訓
練
や
研
修
会
が
よ
り
実
践
的
な
も
の
と
な

る
よ
う
、
危
機
管
理
課
の
職
員
や
消
防
職
員
が
参
加

す
る
形
で
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
自
治
会
主
催
の
イ

ベ
ン
ト
で
消
火
器
の
取
扱
訓
練
や
煙
の
中
の
避
難
体

験
、
地
震
体
験
な
ど
を
実
施
し
、
子
供
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
幅
広
い
世
代
の
防
災
意
識
高
揚
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

②「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」と
は
、
台
風
が
発
生
し

て
か
ら
洪
水
が
発
生
す
る
ま
で
の
間
に
、
自
分
や
家

族
が「
い
つ
、何
を
す
る
か
」を
ま
と
め
た
計
画
表
で
あ

り
ま
す
。
平
常
時
に
こ
れ
を
作
成
し
て
お
く
こ
と
で
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
慌
て
ず
、
安
全
に
避
難
を
す
る
こ

梶 原　隆 議員

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

①
組
織
率
と
状
況
②
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

普
及
の
取
り
組
み
③
市
と
自
治
会
連
合
会
の
防

災
連
携
協
定
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁（
総
務
部
長
）─
─
─
─
─
─
─
─
─

市
民
の
安
全
な
避
難
の
た
め
、
マ
イ
・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
を
促
し
て
い
き

ま
す
。

　

①
現
在
148
自
治
会
の
う
ち
、
111
で
設
立
さ
れ
て
お

り
、
組
織
率
は
75
％
で
す
。
10
年
ほ
ど
前
か
ら
、設
立

時
の「
防
災
計
画
」策
定
を
指
導
し
て
い
ま
す
が
、
来

年
度
以
降
、
作
成
状
況
の
実
態
を
把
握
し
、
未
作
成

の
自
治
会
に
対
し
て
指
導
・
助
言
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
、

避
難
訓
練
が
11
回
、
消
火
訓
練
が
17
回
、
救
急
救
助

自
主
防
災
会
に
つ
い
て
伺
う

か
わ
ら
ず
、
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
て
、
様
々

な
情
報
を
効
果
的
に
生
か
せ
る
力
を
持
つ
こ
と

や
、一
市
民
と
し
て
、
地
域
活
動
に
積
極
的
に
参

画
す
る
こ
と
な
ど
も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
取
り
組
む
全
て
の
事
業
は
人
口
減
少
対
策

で
あ
る
」と
の
考
え
を
全
職
員
が
持
ち
、
人
口
減
少

社
会
を「
戦
略
的
縮
小
」の
時
代
と
し
て
前
向
き
に

捉
え
て
業
務
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
加
え
て
、
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
、

人
事
評
価
の
中
で
、
職
員
提
案
制
度
を
積
極
的
に

活
用
し
、
職
員
の
改
善
意
欲
の
高
揚
を
促
し
て
い

き
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
市
民
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

○�

新
し
い
事
業
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
し
く

み
に
つ
い
て

初登壇

初登壇
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市政を　 う問

及
び
機
械
の
被
害
が
約
７
千
603
万
円
、
木
材
加
工

流
通
施
設
が
約
１
億
2
千
200
万
円
、
商
工
業
が
約

12
億
１
千
700
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

⑤
指
定
緊
急
避
難
場
所
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
公

共
施
設
と
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
多
く
が
土
砂
災
害
警
戒

区
域
や
浸
水
想
定
区
域
に
あ
る
た
め
、
今
回
の
被
災
を

踏
ま
え
る
と
、地
区
に
よ
っ
て
は
避
難
所
を
確
保
で
き
な

い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
地
理
的
要
因
に
よ
り
公
共
施
設

が
そ
う
し
た
地
域
に
立
地
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、国

や
県
な
ど
と
協
議
し
な
が
ら
、ど
の
よ
う
な
形
で
確
保
で

き
る
か
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
条
例
制
定
に
つ
い
て

○
都
市
計
画
法
に
つ
い
て

○
公
共
物
の
管
理
に
つ
い
て

○
道
路
管
理
に
つ
い
て

の
崩
壊
、
河か

ど
う
へ
い
そ
く

道
閉
塞
な
ど
で
す
。
冠
水
箇
所
に
つ
い

て
は
、
市
内
の
至
る
と
こ
ろ
で
発
生
し
て
い
る
状
況

で
し
た
の
で
、
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

②
花
岡
町
地
内
の
市
道
０
３
４
８
号
線
、下
武
子

町
地
内
準
用
河
川
西
武
子
川
、
引
田
地
内
の
野
中

川
、板
荷
地
内
の
柿
沢
川
な
ど
で
す
。

　

③
道
路
・
橋
梁
・
河
川
・
公
園
に
つ
い
て
は
、
県
の
復

旧
事
業
と
関
連
す
る
箇
所
を
除
き
、
令
和
２
年
度
中
に

全
て
の
完
了
を
目
標
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
堰
や
水
路

な
ど
の
農
業
用
施
設
と
農
地
に
つ
い
て
は
約
２
年
、林
道

に
つ
い
て
は
約
３
年
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
粟
野
水
処
理

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
末
の
本
復
旧
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
清
洲
第
一
小
学
校
に
つ
い
て

は
、現
時
点
で
は
明
確
に
答
え
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

　

④
農
業
・
林
業
・
商
工
業
の
合
計
の
被
害
額

は
、
16
億
６
千
726
万
円
で
す
。
主
な
も
の
と
し
て

は
、
作
物
被
害
が
約
２
億
２
千
969
万
円
、
農
業
施
設

鈴 木　毅 議員

台
風
19
号
災
害
に
つ
い
て
伺
う

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

①
傾
斜
地
崩
壊
、
道
路
損
壊
、
冠
水
の
箇
所
数

②
関
東
東
北
豪
雨
災
害
と
の
重
複
被
災
箇
所
③

完
全
復
旧
ま
で
の
期
間
④
被
害
額
⑤
公
共
施
設

の
避
難
所
と
し
て
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁（
総
務
部
長
、
都
市
建
設
部
長
）─
─

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
内
に
位
置
す
る

避
難
所
も
あ
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
確
保

す
る
か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

①
傾
斜
地
の
崩
壊
の
主
な
場
所
と
し
て
は
、
花

岡
町
地
内
の
市
道
０
３
４
８
号
線
、
旭
が
丘
地
内
の

鹿
沼
運
動
公
園
な
ど
で
す
。
道
路
・
橋

き
ょ
う

梁り
ょ
うは

約
390

件
で
あ
り
、
そ
の
主
な
状
況
は
、
道
路
・
橋
梁
の
損

壊
、
土
砂
・
流
木
の
堆
積
、
側
溝
の
つ
ま
り
、
路
肩

の
崩
れ
な
ど
で
す
。
河
川
は
約
220
件
で
、
主
に
護
岸

分
な
周
知
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

③
ふ
れ
あ
い
橋
は
、
延
長
40
・
８
メ
ー
ト
ル
、
幅

員
２
メ
ー
ト
ル
で
、
栃
木
県
の
所
有
施
設
で
あ
り
、

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
県
と
管
理
協
定
を
結
び
、

本
市
が
行
っ
て
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
橋
が
、
河
川

の
中
に
あ
る
た
め
、
流
木
や
ご
み
が
橋
に
か
か
り
、

河
川
の
流
れ
を
大
き
く
乱
し
た
こ
と
が
被
害
拡
大

の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
市
と
し
ま
し
て

は
、
原
状
復
旧
し
な
い
よ
う
県
に
要
望
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
具
体
的
な
協
議
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
防
災
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

ま
す
が
、
水
流
の
障
害
と
な
る
遊
戯
施
設
や
植
栽

に
つ
い
て
は
復
旧
し
な
い
予
定
で
す
。
事
業
費
に

つ
い
て
は
、
事
業
内
容
が
確
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

概
算
で
２
億
７
千
500
万
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
公
園
以
外
の
と
こ
ろ

も
被
災
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
河
川
管
理
者
で

あ
る
栃
木
県
鹿
沼
土
木
事
務
所
と
調
整
を
図
り

な
が
ら
、
発
注
時
期
を
見
極
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

②
将
来
的
に
河
川
計
画
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り

現
在
占
有
し
て
い
る
河
川
敷
の
形
状
や
面
積
が
変

更
さ
れ
た
場
合
で
も
、
黒
川
緑
地
は
河
川
部
分
も

含
め
て
市
街
地
に
お
け
る
必
要
な
都
市
空
間
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
緑
地
と
し
て
の
位
置
づ
け
は
変

わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
代
替
地
を
設
け
る
必
要
は
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、グ
ラ
ウ
ン
ド
を
廃

止
す
る
場
合
は
、
代
替
地
を
含
め
、
利
用
者
に
十

石 川　さやか 議員

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

黒
川
緑
地
の
復
旧
に
つ
い
て
、①
復
旧
事
業
の
概

要
②
代
替
地
の
必
要
性
③
ふ
れ
あ
い
橋
の
復
旧
に

つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁（�

市　
長
）─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

ふ
れ
あ
い
橋
が
被
害
拡
大
の
一
因
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、原
状
復
旧
し
な
い
よ
う
県

と
協
議
を
進
め
ま
す
。

　

①
黒
川
緑
地
に
お
い
て
は
、
左
岸
側
の
芝
生
広

場
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
右
岸
側
の
遊
戯
施
設
や
園
路

な
ど
が
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
現
在
、
来

年
１
月
予
定
の
災
害
査
定
に
向
け
、
被
災
箇
所
を

調
査
中
で
あ
り
、
復
旧
方
法
に
つ
い
て
も
国
及
び

県
と
協
議
中
で
す
。
事
業
概
要
と
し
ま
し
て
は
、

芝
生
広
場
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
園
路
な
ど
は
復
旧
し

台
風
第
19
号
災
害
復
旧
費
に
つ
い
て
伺
う
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て
魅
力
的
な
提
案
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
駅
東
口
に

あ
る「
夢
の
樹
」と
の
バ
ラ
ン
ス
や
設
置
基
準
な
ど

を
調
査
し
た
上
で
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

②
駅
西
口
周
辺
は
、
土
地
利
用
の
方
針
に
お
い

て
も
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
含
む
商
業
施
設

な
ど
の
集
積
を
想
定
し
た
エ
リ
ア
と
な
っ
て
お
り
、

ま
た
、
東
武
線
西
地
区
で
は
、
中
央
地
区
自
治
会

協
議
会
が
地
域
の
夢
実
現
事
業
を
活
用
し
て
、
観

光
周
遊
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
設
定
を
計
画
す
る

な
ど
、
西
口
に
降
り
立
っ
た
観
光
客
に
楽
し
ん
で

も
ら
う
仕
組
み
も
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、
新

た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
に
な
る
可
能
性
も
あ

る
と
考
え
ま
す
。
現
在
は
、
ま
だ
区
画
整
理
が
完

了
し
て
い
な
い
た
め
、
発
展
途
上
の
段
階
で
あ
り

ま
す
が
、
今
後
、
周
辺
の
住
宅
の
増
加
に
比
例
し

て
、
店
舗
な
ど
の
商
業
施
設
も
増
え
、
に
ぎ
わ
い

佐 々木　里加 議員

新
鹿
沼
駅
西
口
の
活
性
化
に
つ
い
て
伺
う

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

①「
い
ち
ご
市
」Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
の
設
置
②
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
立
地

に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁（
経
済
部
長
）─
─
─
─
─
─
─
─
─

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置
は「
い
ち
ご
市
」の

Ｐ
Ｒ
に
と
っ
て
魅
力
的
な
提
案
で
あ
り
、

調
査
検
討
し
た
い
。

　

①
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
都
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
文
化
を
象
徴
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。
本
市
で

は
、「
い
ち
ご
市
」の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
、
こ

れ
ま
で
市
庁
舎
や
郵
便
ポ
ス
ト
、
バ
ス
や
バ
ス
停
、

電
柱
に
至
る
ま
で
、
様
々
な
場
所
に
イ
チ
ゴ
の
デ

ザ
イ
ン
を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。
駅
西
口
へ
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置
は
、「
い
ち
ご
市
」の
Ｐ
Ｒ
に
と
っ

び
」、い
わ
ゆ
る「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」を
授
業

改
善
の
視
点
と
し
て
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
Ｍミ

　

ム
Ｉ
Ｍ
の
推
進
」で
は
、小
学
１
年
生
の
段
階
で
特

殊
音
節
と
流
暢
な
読
み
が
で
き
る
よ
う
に
、
全
校

で「
多
層
指
導
モ
デ
ル
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
Ｑ

―
Ｕ
の
活
用
」で
は
、「
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
た

め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
行
う
こ
と
で
、
学
級
集
団
の

状
態
を
調
査
し
、
学
び
合
う
こ
と
の
で
き
る
親
和

的
な
学
級
集
団
を
育
成
す
る
よ
う
、
全
校
で
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
特
別
支
援
教
育
の
推
進
」

で
は
、み
な
み
小
を
モ
デ
ル
校
に
研
究
を
進
め
て
い

る
ほ
か
、
今
年
度
よ
り
南
摩
小
を
モ
デ
ル
校
に
指

定
し
、イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
理
解
啓
発
の
推
進

に
向
け
た
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
台
風
19
号
に
よ
る
災
害
復
旧
事
業
費
つ
い
て

る「
ハ
ロ
ー
ベ
ビ
ー
事
業
」は
、
妊
婦
健
康
診
査
が

1
千
６
人
、5
千
184
万
３
千
709
円
、
産
婦
健
康
診

査
が
590
人
、
526
万
５
千
100
円
で
し
た
。（
い
ず
れ
も

２
０
１
８
年
度
）「
子
育
て
応
援
企
業
認
定
事
業
」

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
認
定
企
業
３
社
で
あ
り
、
今

後
、
市
内
の
中
小
企
業
に
広
く
取
り
組
み
を
推
進

し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
事
業
に
す
る
た
め
、
見
直

し
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

②
令
和
元
年
11
月
１
日
現
在
の
待
機
児
童
数
は

21
名
で
す
。
緊
急
時
の
保
育
園
等
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て
は
、
受
付
の
際
に
入
所
理
由
や
家
族
状
況
な

ど
を
聞
き
取
り
し
、
緊
急
性
や
公
平
性
を
勘
案
し

な
が
ら
、柔
軟
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

③
教
員
の
専
門
性
及
び
指
導
力
の
向
上
を
図
る

た
め
、
４
つ
の
柱
を
掲
げ
事
業
を
推
進
し
て
い
ま

す
。「
授
業
力
向
上
の
推
進
」で
は
、
教
科
ご
と
に
モ

デ
ル
校
を
指
定
し
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

加 藤　美智子 議員

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

①「
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
支
援
」の
中
間
報

告
②「
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」に
お
け
る
待
機

児
童
対
応
③「
教
員
の
指
導
力
向
上
事
業
」の
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁（
教
育
長
、
保
健
福
祉
部
長
、こ
ど
も

未
来
部
長
）─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

各
事
業
と
も
着
実
な
推
進
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

①
不
妊
治
療
に
か
か
わ
る
保
険
適
用
外
の
医
療

費
の
一
部
を
助
成
す
る「
こ
う
の
と
り
事
業
」は
、
申

請
件
数
100
件
、
助
成
額
945
万
900
円（
２
０
１
８
年

度
）で
し
た
。
妊
娠
期
間
中
の
妊
婦
健
康
診
査
及
び

出
産
後
の
産
婦
健
康
診
査
に
係
る
費
用
を
助
成
す

第
７
次
鹿
沼
市
総
合
計
画
チ
ャ
レ
ン
ジ
15
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
推
進
に
つ
い
て
伺
う

の
あ
る
エ
リ
ア
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま

す
。
駅
前
は
、「
市
の
玄
関
」、「
市
の
顔
」と
も
言
わ

れ
ま
す
の
で
、
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
学
校
給
食
の
地
産
地
消
に
つ
い
て

○
農
業
の
後
継
者
問
題
に
つ
い
て

○
リ
ー
バ
ス
と
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
つ
い
て

○
鹿
沼
市
民
憲
章
に
つ
い
て

い
ち
ご

初登壇
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市政を　 う問

に
対
し
て
は
、
間
伐
材
な
ど
を
林
地
に
残
す
場

合
は
、
適
切
な
処
理
を
行
い
、
沢
へ
の
流
出
や
斜

面
か
ら
の
滑
落
を
防
ぐ
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す

が
、
今
回
の
災
害
を
受
け
、
状
況
の
確
認
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
森
林
施
業
を
行
う
こ
と
で

採
算
割
れ
を
起
こ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
国
な
ど

の
補
助
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
森
林
経
営
計

画
の
策
定
を
さ
ら
に
推
奨
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の

ほ
か
、
こ
れ
ま
で
は
採
算
面
か
ら
搬
出
さ
れ
な

か
っ
た
間
伐
未
利
用
材
な
ど
が
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
の
燃
料
と
し
て
有
効
活
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
電
力
の
固
定
価
格
買
取
制
度

に
よ
り
、
発
電
事
業
者
は
間
伐
未
利
用
材
を
安

定
し
た
価
格
で
購
入
で
き
る
の
で
、
今
後
も
こ
の

販
路
を
有
効
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。
工
事
間
流
用
の
困
難
な
砂
利
に
つ

い
て
は
、
建
設
発
生
土
の
処
理
先
と
し
て
、
条
例

に
基
づ
き
、
特
定
事
業
の
許
可
を
受
け
た
土
地
に

搬
入
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
県

管
理
の
一
級
河
川
に
つ
い
て
は
、
土
砂
等
の
著
し

い
堆
積
に
よ
り
、
治
水
上
支
障
が
あ
る
箇
所
に
お

い
て
は
、
採
取
希
望
者
を
公
募
し
、
河
川
内
の
土

砂
を
撤
去
す
る「
代
行
掘
削
」の
制
度
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
堆
積
土
砂
が
大
量
に
発
生
し
て
い

る
た
め
、
引
き
続
き
処
分
方
法
を
検
討
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

③
伐
採
届
が
提
出
さ
れ
た
際
に
は
、
森
林
所

有
者
に
対
し
、
伐
採
後
に
は
必
ず
植
林
を
行
い
、

間
伐
や
下
刈
り
な
ど
の
森
林
施せ

　
ぎ
ょ
う業

を
計
画
的
に

実
施
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
徹

底
さ
れ
る
よ
う
指
導
方
法
な
ど
を
見
直
し
て
い

き
ま
す
。
伐
採
の
現
場
に
携
わ
る
森
林
組
合
等

津 久井　健吉 議員

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
水
害
対
策

に
つ
い
て
伺
う

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

①
堤
防
の
決
壊
防
止
②
堆
積
土
砂
の
処
分
③

森
林
か
ら
の
流
木
の
発
生
防
止
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁（
経
済
部
長
、
都
市
建
設
部
長
）─
─

台
風
19
号
の
災
害
復
旧
は
も
ち
ろ
ん
、将

来
的
な
河
川
整
備
に
つ
い
て
県
に
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

　

①
県
管
理
の
河
川
で
は
、
日
常
的
な
維
持
管

理
に
よ
る
土
砂
撤
去
、
ま
た
計
画
的
な
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫の

ほ

か
、
越
水
に
よ
り
堤
防
が
決
壊
し
た
箇
所
に
つ
い

て
、
堤
防
強
化
に
よ
る
復
旧
を
検
討
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

②
河
床
整
備
で
除
去
さ
れ
た
砂
利
は
、
建
設

発
生
土
等
の
有
効
利
用
に
関
す
る
行
動
計
画
に

基
づ
き
、
公
共
工
事
で
利
用
で
き
る
も
の
は
活
用

維
持
を
図
る
こ
と
」で
す
。
住
宅
等
の
建
築
が
可
能

と
な
る
指
定
区
域
の
選
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
街

化
区
域
に
隣
接
ま
た
は
近
接
し
、
50
以
上
の
建
築
物

が
連
担
す
る
優
良
農
地
や
保
安
林
等
を
除
外
し
た

土
地
の
区
域
で
あ
り
、か
つ
児
童
数
の
少
な
い
小
学

校
の
周
辺
、お
お
む
ね
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
で
、

近
隣
の
市
街
化
調
整
区
域
に
住
宅
団
地
が
な
く
、主

要
な
道
路
が
お
お
む
ね
整
備
さ
れ
て
い
る
区
域
を
考

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
す
区
域
は
、

菊
沢
西
小
、
石
川
小
、
南
押
原
小
、
西
小
周
辺
の
４

つ
の
地
区
で
あ
り
、
建
築
で
き
る
建
築
物
は
、
自
己

用
住
宅
と
店
舗
兼
用
住
宅
を
考
え
て
い
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
台
風
19
号
に
よ
る
災
害
復
旧
に
つ
い
て

○�

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
に
つ

い
て

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
計
画
で
す
。

都
市
機
能
誘
導
区
域
が
都
市
の
中
心
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い「
拠
点
市
街
地
」と
し
て
維
持
・
形
成
で
き
る

よ
う
、
区
域
を
設
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、「
広
域
的
な
機
能
を
持
つ
都
市
機
能
」の

集
積
状
況
、「
公
共
交
通
の
利
便
性
」の
高
さ
、「
用

途
地
域
の
指
定
状
況
」な
ど
の
指
標
に
よ
り
評
価
を

行
っ
た
結
果
、「
東
武
新
鹿
沼
駅
周
辺
か
ら
市
役
所

周
辺
」及
び「
Ｊ
Ｒ
鹿
沼
駅
周
辺
」を
候
補
地
と
し
て

考
え
て
い
ま
す
。
想
定
し
て
い
る
誘
導
施
設
は
、
医

療
、
商
業
、
金
融
な
ど
の
各
分
野
に
お
け
る
代
表
的

な「
高
次
機
能
」を
担
う
施
設
で
す
。

　

②
制
定
の
目
的
は
、「
開
発
行
為
に
お
け
る
公
園

等
の
設
置
基
準
の
緩
和
に
よ
り
、宅
地
分
譲
を
促
進

さ
せ
る
こ
と
」と「
人
口
減
少
の
著
し
い
区
域
に
誰
で

も
住
宅
等
を
建
築
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
市

街
化
調
整
区
域
の
活
性
化
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

市 田　登 議員

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

①
立
地
適
正
化
計
画
の
必
要
性
と
概
要
②
鹿
沼

市
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
の
許
可
基
準

に
関
す
る
条
例
の
目
的
と
概
要
に
つ
い
て
伺
う

答　
　
弁（�

都
市
建
設
部
長
）─
─
─
─
─
─
─

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
を
図
る
た

め
、
４
地
区
に
お
い
て
宅
地
分
譲
や
住
宅

建
築
を
促
進
し
ま
す
。

　

①
立
地
適
正
化
計
画
は
、
人
口
減
少
や
超
高
齢

化
社
会
が
進
む
中
に
あ
っ
て
、
子
供
か
ら
高
齢
者

ま
で
、
安
心
し
て
便
利
に
暮
ら
せ
る
魅
力
あ
る
ま
ち

と
し
て
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
、
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
居

住
や
医
療
・
福
祉
・
商
業
な
ど
の
都
市
の
生
活
を
支

え
る
機
能
の
立
地
誘
導
に
よ
り
、コ
ン
パ
ク
ト
な
ま

都
市
計
画
に
つ
い
て
伺
う
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②
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
毎
年「
小
学
生

ミ
ニ
福
祉
講
座
」や「
中
高
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

ク
ー
ル
」を
開
催
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
盲
導

犬
と
触
れ
合
い
、
実
際
の
訓
練
の
様
子
や
具
体

的
な
役
割
を
学
び
、
視
覚
障
が
い
に
つ
い
て
体
験

し
な
が
ら
理
解
を
深
め
る
学
習
機
会
を
設
け
て

い
ま
す
。
盲
導
犬
の
手
配
は
、
宇
都
宮
市
に
あ
る

「
東
日
本
盲
導
犬
協
会
」に
依
頼
し
ま
す
が
、
講

座
開
催
の
２
カ
月
前
ま
で
に
、
日
程
調
整
を
行

い
、
予
約
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
費
用

負
担
は
、
県
内
へ
の
出
張
の
場
合
、
協
会
職
員
１

人
と
盲
導
犬
１
頭
で
４
万
円
の
ほ
か
、
出
張
費
が

別
途
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

③
子
ど
も
の
成
長
段
階
や
学
習
経
験
を
考
慮

し
な
が
ら
、
障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め

に
、
様
々
な
機
会
を
設
け
、
体
験
し
、
学
ぶ
こ
と

で
、
福
祉
に
か
か
わ
る
実
践
力
を
育
み
、
お
互
い

谷 中　恵子 議員

福
祉
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
伺
う

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

盲
導
犬
体
験
教
室
に
つ
い
て
、
①
体
験
型
講

座
の
有
効
性
②
小
中
高
生
に
対
す
る
学
習
③
今

後
の
導
入
の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁（
保
健
福
祉
部
長
）─
─
─
─
─
─
─

子
ど
も
の
思
い
や
り
や
助
け
合
い
の
心

を
育
て
る
た
め
、
継
続
し
て
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　

①
障
が
い
者
計
画
で
は
、「
障
が
い
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
現
状
と
課
題
」の
中
で
、
幼
い
頃
か

ら
の
福
祉
教
育
の
推
進
を
図
る
必
要
性
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
へ
の
福
祉
教
育
と
し

て
、
体
験
型
講
座
は
、
障
が
い
者
の
身
体
や
心
理

状
態
を
理
解
し
た
上
で
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を

考
え
る
た
め
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

等
で
す
が
、
全
体
と
し
て
鹿
沼
産
材
を
用
い
る
こ

と
で
、
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
ら
れ
る
も
の
に
し

ま
す
。
乳
幼
児
用
の
遊
具
は
、
鹿
沼
産
材
に
よ
る

木
製
を
基
本
と
し
、
木
と
触
れ
合
い
な
が
ら
遊
べ

る
コ
ー
ナ
ー
と
し
ま
す
。
ま
た
、
木
材
を
使
っ
た

工
作
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
な
ど
を
検
討
し
て
お
り
、
遊
び
の
体
験
を

通
し
た
木
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
子
育
て
世

代
を
初
め
、
多
く
の
市
民
の
安
ら
ぎ
の
場
と
な
り
、

花
木
セ
ン
タ
ー
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
施
設
と

し
て
、
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
台
風
19
号
に
よ
る
災
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て

○
地
方
公
会
計
に
つ
い
て

ど
も
設
置
し
ま
す
。
大
型
遊
具
エ
リ
ア
に
は
、
３

歳
か
ら
お
お
む
ね
小
学
校
低
学
年
を
対
象
と
し

た
滑
り
台
や
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
、
ネ
ッ
ト
等
を
一

体
化
し
た
遊
具
を
設
置
し
ま
す
。
乳
幼
児
エ
リ

ア
に
は
、
ゼ
ロ
歳
か
ら
お
お
む
ね
２
歳
を
対
象

と
し
て
、
鹿
沼
産
材
を
使
っ
た
積
み
木
や
木
製

ボ
ー
ル
プ
ー
ル
な
ど
の
木
製
遊
具
を
設
置
し
ま
す
。

遊
具
で
遊
ぶ
だ
け
で
な
く
、
休
憩
施
設
と
し
て
も

整
備
し
、
隣
接
す
る
観
光
い
ち
ご
園「
ベ
リ
ー
ち
ゃ

ん
ハ
ウ
ス
」の
来
場
者
等
の
利
用
も
想
定
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
入
場
料
は
無
料
に
す
る
予
定
で
す
。

開
設
後
、
来
場
者
の
動
向
や
利
用
形
態
、
ニ
ー
ズ

な
ど
も
踏
ま
え
、
有
料
化
も
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
で
の
事
業
と
し

て
、
夏
休
み
な
ど
の
長
期
休
暇
中
に
工
作
な
ど
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

②
大
型
遊
具
に
つ
い
て
は
、
基
幹
部
分
は
鉄
骨

大 貫　毅 議員

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

整
備
中
の「
子
ど
も
の
遊
び
場
」に
つ
い
て
、

①
施
設
概
要
②
木
育
の
視
点
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁（
市　
長
）─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

４
月
に
屋
内
遊
び
場
が
オ
ー
プ
ン
！

遊
び
の
体
験
を
通
し
た
木
育
も
推
進
し

て
い
き
ま
す
！

　

①「
子
ど
も
の
遊
び
場
」は
、
天
候
を
気
に
す

る
こ
と
な
く
子
供
が
元
気
に
遊
び
、
子
育
て
世
代

を
初
め
と
す
る
多
世
代
交
流
の
場
と
な
る
施
設

と
し
て
、
来
年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、
花

木
セ
ン
タ
ー
内
に
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
施

設
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
建
物
の
東
側
部
分
を
大

型
遊
具
エ
リ
ア
、
西
側
を
乳
幼
児
エ
リ
ア
と
休

憩
ス
ペ
ー
ス
と
し
、
授
乳
室
や
幼
児
用
ト
イ
レ
な

子
ど
も
の
遊
び
場
に
つ
い
て
伺
う

の
個
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
共
生
す
る
社
会
の

実
現
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
県
内

各
市
の
盲
導
犬
教
室
に
関
す
る
予
算
措
置
等
の

状
況
は
様
々
で
す
が
、
盲
導
犬
を
体
験
す
る
こ
と

で
、
視
覚
障
が
い
者
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
立

場
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
子
ど
も
た
ち
の
思

い
や
り
や
助
け
合
い
の
心
を
育
て
る
観
点
か
ら
、

今
後
も
社
会
福
祉
協
議
会
で
の
講
座
開
催
や
イ

ベ
ン
ト
等
に
お
い
て
、
体
験
の
機
会
を
継
続
し
て

実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
障
が
い
者
支
援
窓
口
の
強
化
に
つ
い
て
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市政を　 う問

考
え
て
い
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
調
査
」に
つ
い
て

○
路
上
喫
煙
対
策
に
つ
い
て

○
自
衛
隊
に
つ
い
て

○
図
書
館
に
つ
い
て

台
湾
、
中
国
、
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
、
タ
イ
、
香
港

で
あ
り
、
本
市
の
過
去
４
年
間
で
は
、
上
か
ら
、

ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
中
国
、
フ
ラ
ン

ス
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
で
し
た
。
こ
れ
ら
の

国
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
人
口
比
率
は
、
ほ

と
ん
ど
の
国
が
１
％
未
満
で
あ
り
、
中
国
1.8
％
、

タ
イ
5.8
％
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
14
・
９
％
と
、
本
県

や
本
市
を
訪
れ
る
旅
行
者
は
、
現
状
で
は
あ
ま
り

高
く
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
が
、
一
方
で
、
来

年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
増
加
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
は
、
ハ
ラ
ー
ル
認
証
取
得
推
進
を
含
め
た

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
施
策
に
つ
い
て
、
県
の
方
針
な
ど

も
参
考
に
し
な
が
ら
、
飲
食
業
者
の
皆
さ
ん
に

対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
な
ど
、
鹿
沼
商

工
会
議
所
や
粟
野
商
工
会
な
ど
の
協
力
を
得
て
、

ニ
ー
ズ
等
の
掘
り
起
こ
し
を
進
め
て
い
き
た
い
と

佐 藤　誠 議員

ハ
ラ
ー
ル
認
証
に
つ
い
て
伺
う

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

市
内
飲
食
業
者
に
対
す
る
認
証
取
得
促
進
に

つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁（
経
済
部
長
）─
─
─
─
─
─
─
─
─

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
、ニ
ー
ズ
等
の
掘

り
起
こ
し
を
進
め
た
い
。

　

ハ
ラ
ー
ル
認
証
と
は
、
食
品
や
日
用
品
、
サ
ー

ビ
ス
が
イ
ス
ラ
ム
教
の
戒
律
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
を
認
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
各
国
・
地
域
に
あ

る
認
証
機
関
が
審
査
・
発
行
し
、
認
定
を
受
け
た

商
品
に
は
認
証
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

　

栃
木
県
内
で
、
ハ
ラ
ー
ル
認
証
を
取
得
し
て
い

る
企
業
は
、
現
在
４
社
で
、
う
ち
１
社
は
本
市
の

企
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
栃
木
県
の
平
成
30
年
の

外
国
人
宿
泊
者
数
の
上
位
６
カ
国
は
、
上
か
ら
、

令和元年第6回 12月定例会の結果

請願・陳情はこんな方法で

人事
人事案件が議決されました。（議案第107～108号）
　人権擁護委員（候補者）
　　金子　和之（かねこ かずゆき・加園）

　鹿沼市教育委員会委員
　　平野　美恵（ひらの みえ・北半田）

　人権擁護委員法に基づいて、各市町村に設置される
非常勤職で、法務大臣が委嘱する民間のボランティア。
日常生活の中で人権尊重思想の普及高揚を図るととも
に、人権侵害による被害者を救済し、人権を擁護していく
活動をしている。議会の意見を聞いて、市長が法務大臣
に対し候補者を推薦する。任期は３年。

　請願･陳情とは、市政全般について議会に善処を要望
することです。議員の紹介があるものを請願、ないものを
陳情と言い、陳情も請願に準じて取り扱います。
　請願・陳情は、議会において採択の可否を審査します。
ただし、陳情は、その内容等によっては請願に準ずる審
査等をしない場合があります。
［提出要領］
　Ａ４判、署名または記名押印して提出してください。
［注意事項］
　①鹿沼市の権限内の事務に限ります。
　②要旨や理由は簡潔に記入してください。
　③道路・水路等は地図または略図を添付してください。

［審査されない請願・陳情］
①		国、県の機関等に要望した事項に対する実現方協力
を求めるもの

②		議会において採択した請願または陳情について、当
該請願書又は陳情書を提出した者から、その実現方
協力を求めるもの

③		議会の審議に付する必要がない旨の申し出がなされた
もの

④		市長に要望した事項について議長あて提出されたも
の。実質的には市長の検討事項となるが、議長に実
現方協力を求めるもの

⑤		議会運営委員会で決定した取扱いの結果が請願の
例により処理する必要がないと認めるもの

⑥	郵送、メールにより提出されたもの

　教育においては政治的中立性と安定性の確保が強く
要求されるため、地方公共団体の長から独立した行政機
関として教育委員会が設置され、教育についての方針や
施策は教育委員会の合議で決定される。委員は、人格
が高潔で教育・学術及び文化に関し識見を有する者のう
ちから議会の同意を得て市長が任命する。

　用語解説「人権擁護委員」

　用語解説「教育委員会委員」

請　願　書

紹介議員

件名　○○○○について
要旨　○○○○の△△△に関する××を
　　　要望します。
理由　□□□□□□□□□□□□□□
　　　□□□□□□□□□□□□□□
　　　□□□□□□□□□□□□□□
　　　□□□□□□□□□□□□□□
　　　□□□□□□□□□□□□□□
令和2年○月○日
鹿沼市議会議長様

請願人代表
　鹿沼市○○町○○番地○
　鹿沼　太郎

今宮　三男

鹿沼　太郎氏　　名
印
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認定９件、市長提出議案34件、議員提出議案５件が提出されました。議員数24名、表決参加議員数23名
（※ただし、議案107,108号、議員案７号については22名。※議長は表決には加わりません。） 議員の賛否を公表

令和元年第６回12月定例会

賛否の分かれた議案【可決】

平
成
30
年
度
決
算

条
例
の一部

改
正

令
和
元
年
度
補
正
予
算

平
成
30
年
度
決
算

令
和
元
年
度
補
正
予
算

令
和
元
年
度
補
正
予
算

賛
成

賛
成

反
対

反
対

認定2  平成３０年度鹿沼市一般会計歳入歳出決算の認
定について

　（14ページのクローズアップをご覧ください。）
議案82  令和元年度鹿沼市一般会計補正予算（第４号）

について
　	　歳入については、分担金及び負担金、国県支出金、繰越
金、市債等の増減額を計上し、歳出については、国民健康
保険特別会計繰出金、農作物活性化推進事業費、農地
関係振興事業費、農業施設災害復旧事業費、道路橋りょう
災害復旧事業費、都市計画施設災害復旧事業費等の増
減額を計上したもので、この補正額を41億7,179万9千円の
増とし、予算総額を457億1,128万９千円とするものです。

認定3  平成３０年度鹿沼市国民健康保険特別会計歳
入歳出決算の認定について

認定７  平成３０年度鹿沼市介護保険特別会計歳入歳
出決算の認定について

　（認定3,7については、14ページのクローズアップをご覧ください。）
議案83  令和元年度鹿沼市国民健康保険特別会計補正

予算（第１号）について
　	　歳入については、県支出金、繰入金、繰越金及び諸収
入の増減額を計上し、歳出については、国民健康保険関
係職員給与費、国民健康保険事務費、償還金等の増額
を計上したもので、この補正額を１億4,777万４千円の増と
し、予算総額を105億1,797万４千円とするものです。

議案109  鹿沼市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部改正について

　	　人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じ、市
議会議員の期末手当の額を引き上げるためのものです。

認定４　 平成３０年度鹿沼市公共下水道事業費特別会計
歳入歳出決算の認定について

認定５　 平成３０年度鹿沼市公設地方卸売市場事業費特
別会計歳入歳出決算の認定について

認定６　 平成３０年度鹿沼市農業集落排水事業費特別会
計歳入歳出決算の認定について

認定８　 平成３０年度鹿沼市後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算の認定について

認定９　 平成３０年度鹿沼市粕尾財産区特別会計歳入歳
出決算の認定について

認定10　 平成３０年度鹿沼市清洲財産区特別会計歳入
歳出決算の認定について

　	（認定４～10については、14ページのクローズアップをご覧
ください。）

議案78　 令和元年度鹿沼市一般会計補正予算（第３号）
について

　	　歳入については、国県支出金、繰入金及び市債の
増額を計上し、歳出については、ごみ収集費、農作物活
性化推進事業費、農業施設災害復旧事業費、道路橋　　
りょう災害復旧事業費、公立学校施設災害復旧費等の
増額を計上したもので、この補正額を18億4,216万７千円
の増とし、予算総額を415億3,949万円とするものです。

議案79　 令和元年度鹿沼市公共下水道事業費特別会計補
正予算（第１号）について

　	　歳入については、市債の増額を計上し、歳出については、下水
道処理施設整備事業費の増額を計上したもので、この補正額を
２億円の増とし、予算総額を26億1,370万円とするものです。

議案80　 令和元年度鹿沼市農業集落排水事業費特別会計
補正予算（第１号）について

　	　歳入については、市債の増額を計上し、歳出については、
農業集落排水処理施設管理費の増額を計上したもので、こ
の補正額を200万円の増とし、予算総額を２億2,420万円
とするものです。

議案81　 令和元年度鹿沼市水道事業会計補正予算（第１
号）について

　	　収益的支出においては災害復旧に要する修繕費として
2,850万円増額補正し、資本的支出においては災害復旧に要
する工事費として1,500万円増額補正するものです。

議案84　 令和元年度鹿沼市公共下水道事業費特別会計補
正予算（第２号）について

　	　歳入については、国庫支出金、繰越金、市債等の増額を計
上し、歳出については、下水道事務所管理費、下水道処理施
設整備事業費、公共下水道建設関係職員給与費等の増額を
計上したもので、この補正額を８億5,372万２千円の増とし、
予算総額を34億6,742万２千円とするものです。

【経世会】 鈴木紹平・大貫桂一・石川さやか・舘野裕昭・
小島　実

【政新クラブ】藤田義昭・加藤美智子・大島久幸
【公明党】梶原隆・鈴木敏雄
【親悠会】 橋本　修・市田　登・谷中恵子・横尾武男・　

関口正一
【立憲民主党】佐々木里加・大貫毅
【日本共産党】阿部秀実
【無所属】佐藤　誠
【自由民主党】宇賀神敏・鈴木毅・
　　　　　  津久井健吉・鰕原一男

【経世会】 鈴木紹平・大貫桂一・石川さやか・舘野裕昭・
小島　実

【政新クラブ】藤田義昭・加藤美智子・大島久幸
【公明党】梶原隆・鈴木敏雄
【親悠会】 橋本　修・市田　登・谷中恵子・横尾武男・　　　　　

関口正一
【立憲民主党】佐々木里加・大貫毅
【自由民主党】宇賀神敏・鈴木毅・
　　　　　  津久井健吉・鰕原一男

【無所属】佐藤　誠

【日本共産党】阿部秀実

12/19可
決

賛成	19
名

反対	 4
名

12/19可
決

賛成	22
名

反対	 1
名

8/9可決

全議員が賛成した議案【可決】
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令
和
元
年
度
補
正
予
算

規
約
変
更

条
例
制
定

指
定
管
理
者

指
定
金

融
機
関

条
例
制
定

条
例
制
定

条
例
の一部
改
正

条
例
の一部
改
正

議案85　 令和元年度鹿沼市公設地方卸売市場事業費特
別会計補正予算（第１号）について

　	　歳入予算の更正として、繰越金の増額を計上し、繰入金
を減額するものです。

議案86　 令和元年度鹿沼市農業集落排水事業費特別会
計補正予算（第２号）について

　	　歳入については、繰入金、繰越金、市債及び国庫支出
金の増減額を計上し、歳出については、農業集落排水処理
施設管理費の増額を計上したもので、この補正額を2,200
万円の増とし、予算総額を２億4,620万円とするものです。

議案87　 令和元年度鹿沼市介護保険特別会計補正予算
（第１号）について

　	　歳入については、国県支出金、支払基金交付金、繰入
金及び繰越金の増減額を計上し、歳出については、介護
給付費準備基金積立金及び償還金の増額を計上したもの
で、この補正額を１億3,121万２千円の増とし、予算総額を	
83億5,461万２千円とするものです。

議案88　 令和元年度鹿沼市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第１号）について

　	　歳入については、繰越金の増額を計上し、歳出につい
ては、これを予備費に計上したもので、この補正額を1,305
万５千円の増とし、予算総額を10億7,745万５千円とする
ものです。

議案89　 令和元年度鹿沼市粕尾財産区特別会計補正予
算（第１号）について

　	　歳入予算の更正として、繰越金の増額を計上し、繰入
金を減額するものです。

議案90　 令和元年度鹿沼市清洲財産区特別会計補正予
算（第１号）について

　	　歳入予算の更正として、繰越金の増額を計上し、繰入
金を減額するものです。

議案91　 令和元年度鹿沼市水道事業会計補正予算（第２
号）について

　	　資本的支出において、支出総額を454万９千円増額補
正するものです。

議案92　栃木県市町村総合事務組合規約の変更について
　	　令和２年４月１日から小山市等が議員その他非常勤の職
員の公務災害等に対する補償事務及び公立学校医等の
公務災害に対する補償事務を共同処理することに伴い、栃
木県市町村総合事務組合の規約を変更することについて、
関係地方公共団体と協議するためのものです。

議案93～95　指定管理者の指定について
　	　下記のとおり、各施設の指定管理者を指定するためのも
のです。
　　・高齢者福祉センター……	社会福祉法人鹿沼市社会

福祉協議会
　　・リサイクルセンター……特定非営利活動法人ぶうめらん
　　・	市営住宅、市営従業員用住宅及び市営若年勤労者用

住宅……株式会社公営住宅管理センター鹿沼
議案96　鹿沼市指定金融機関の指定について
　	　本市指定金融機関として、株式会社足利銀行を指定す
るためのものです。

議案97　 鹿沼市会計年度任用職員の給与及び費用弁償
に関する条例の制定について

　	　地方公務員法及び地方自治法の一部改正に伴い、会
計年度任用職員の給与及び費用弁償に関し、必要な事項
を定めるためのものです。　

議案98　 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する
法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例
の制定について

　	　地方公務員法及び地方自治法の一部改正に伴い、各種の
制度の対象に会計年度任用職員を追加するとともに、引用する
地方公務員法の条項及び用語を整理するためのものです。

議案99　 基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部
改正について

　	　森林の整備及びその促進を目的として、鹿沼市森林環境整
備促進基金を新設するためのものです。

議案100　鹿沼市手数料条例の一部改正について
　	　建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律の一
部改正に伴い、複数の建築物に係る建築物エネルギー消
費性能向上計画の認定申請手数料の額を定めるためのも
のです。

議案101　鹿沼市体育館条例の一部改正について
　	　令和２年３月３１日をもって鹿沼市北犬飼体育館を廃止す
るためのものです。

議案102　 鹿沼市特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部改正について

　	　特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準の一部改正に伴い、特定教育・保育施設に
おける食事の提供に要する費用の取扱いの見直し等をする
ためのものです。

議案103　 鹿沼市ペットの管理及びペット愛護等施設の設
置に関する条例の一部改正について

　	　成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化
等を図るための関係法律の整備に関する法律の趣旨を踏
まえ、ペット愛護等施設の設置許可の基準を見直すための
ものです。

議案104　鹿沼市堆肥化センター条例の一部改正について
　	　市有自動車の利用に係る分担金を廃止するためのもの
です。

議案105　 鹿沼市下水道事業の設置等に関する条例の制
定について

　	　公共下水道事業及び農業集落排水事業に公営企業
会計を適用するため、鹿沼市下水道事業を設置するための
ものです。

議案106　 鹿沼市消防団員の定員、任免、給与、服務等に
関する条例の一部改正について

　	　成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等
を図るための関係法律の整備に関する法律の趣旨を踏まえ、
消防団員の欠格条項を見直すためのものです。

議案110　 鹿沼市長等の給与及び旅費に関する条例の一
部改正について

　	　人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じ、市
長、副市長及び教育長の期末手当の額を引き上げるための
ものです。

議案111　 鹿沼市一般職の職員の給与に関する条例の一
部改正について

　	　人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じ、
一般職の職員の給料表及び勤勉
手当の額並びに住居手当の上限
額の引上げ等を行うためのものです。 12/19可決

全員が
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私たちの暮らしに関することが議会で決定しました!

市長提出議案３件が提出されました。議員数24名、表決参加議員数23名
（※議長は表決には加わりません。）

クローズアップ

議員の賛否を公表

注目議案の解説

令和２年第１回１月臨時会

賛否の分かれた議案【可決】

工
事
請
負
契
約

令
和
元
年
度
補
正
予
算

議
員
案

委
託
契
約

人
事

議
員
案

賛
成

不
参
加

反
対

■議案２号　工事請負契約の締結について
　鹿沼市新庁舎整備建設工事の総合評価落札方式による事後審査型条件付き
一般競争入札を令和元年12月23日に行った結果、大成建設株式会社関東支店が
55億1,980万円（消費税及び地方消費税額を含む）で落札しました。令和２年第１回
臨時会において当該議案が可決されたことから、本契約を締結することになりました。
　契約締結後、直ちに準備工事に着手し、令和５年３月までの工期で、いよいよ新
庁舎の建設工事が始まります。
　工事の各期においては、駐車場・駐輪場や庁舎出入口の変更、敷地の一部立入禁止、ＡＴＭの撤去（既に実施済）などの影響が生じ
ますので、広報かぬまやホームページで随時ご確認ください。

■認定第２～10号　平成30年度鹿沼市一般会計歳入歳出決算の認定についてなど決算の認定９件
　平成30年度一般会計予算は、当初以来４次にわたる補正を行った結果、予算総額は394億5,880万円となり、これに対して決算額は、歳入にお
いて384億795万149円、歳出において371億3,388万5,575円、歳入歳出差引額12億7,406万4,574円であり、実質収支において10億852万
1,786円の黒字決算となったものです。
　なお、歳入歳出差引額と実質収支の差額は、継続費及び繰越明許費による翌年度へ繰り越すべき財源2億6,554万2,788円です。
　この予算の執行に当たっては、引き続き厳しい財政の実態を認識し、極力、経費節減に努めながら、２年目を迎えた第７次鹿沼市総合計画
「チャレンジ１

いちご

５プロジェクト」の着実な推進を目指し、議決された予算の目的達成を図るよう努めた結果、歳出予算における執行率は94.１パーセント、翌年
度への繰越事業を含めると97.2パーセントであり、行政需要に応え得る執行を成し遂げたと信ずるものです。また、各特別会計とも実質収支において黒
字決算となり、行政目的を達し得たものと確信するものです。
　今後も引き続き、健全な行財政運営を推進していきます。

議案２　工事請負契約の締結について
（このページ下段のクローズアップをご覧ください。）

議案１　 令和元年度鹿沼市一般会計補正予算（第５号）について
　 　歳入については、地方交付税、国県支出金、寄附金、諸収入
及び市債を増額し、歳出については、コミュニティセンター維持管理
費、ごみ収集費、林業施設災害復旧事業費、道路橋りょう災害復
旧事業費、河川災害復旧事業費等の増減額を計上したもので、こ
の補正額を５億4,227万１千円の増とし、予算総額を462億5,356
万円とするものです。

議員案８　各常任委員会への特定調査事件付託について
　	　下記のとおり、各常任委員会に対し、特定調査事件につ
いて閉会中の調査を付託するためのものです。

議員案９  議会改革特別委員会の設置について
議員案10  市民マーケティング調査特別委員会の設置につ

いて
議員案11  厚生年金への地方議会議員

の加入を求める意見書の提出
について

　（	議員案8～11については、15ページ
をご覧ください。）

議案３　委託契約の締結について
　	　鹿沼市公共下水道粟
野水処理センターの建設
工事（災害復旧）の委託契
約を、日本下水道事業団と
６億2,200万円で締結する
ためのものです。

議案107　人権擁護委員候補者の推薦について
議案108　鹿沼市教育委員会委員の任命について
　	　（11ページをご覧ください。）

議員案７　決算特別委員会の設置について
	　	平成３０年度鹿沼市一般会計及び特別会計の決算を審
査するため、特別委員会を設置するため
のものです。

新庁舎整備の施工業者が決定!	着工へ	～まちづくりの拠点が生まれ変わる～ 

鹿沼市の決算を公表します。～健全な行政運営を推進～ 

【経世会】 鈴木紹平・大貫桂一・石川さやか・舘野裕昭・　
小島　実

【政新クラブ】藤田義昭・加藤美智子・大島久幸
【公明党】 梶原　隆・鈴木敏雄
【親悠会】 市田　登・谷中恵子・
 横尾武男・関口正一

【立憲民主党】佐々木里加・大貫　毅
【日本共産党】阿部秀実
【無所属】佐藤　誠

【自由民主党】 宇賀神　敏・鈴木　毅・
 津久井健吉・鰕原一男

【親悠会】橋本　修

12/19可決
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1/29可決
全員が
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全議員が賛成した議案【可決】

新庁舎外観イメージ

1/29可決
賛成	18

名

反対	 4
名

不参加	 1
名



 

　発言の残り時間
が5分になった時
に1回、1分になっ
た時に2回、議長
が鳴らします。こ
れが鳴ると、議員
の話すスピードが
気持ち早くなるら
しい(？)

　議事を進行し、議場
の秩序を保持する議長
だけが座れる席です。
着席時の目線の高さは
約2m！議場の隅々まで
見渡せます。

　住民などの方に本会議等を直接見聞きして
もらうための席で、全部で44席あります。こ
の議場で傍聴できる機会もあと少しですの
で、生の議会をぜひ見にいらしてください。

　残り時間の表示盤。主
に一般質問など、発言時
間の制限がある際に使い
ます。反対側の壁にも付い
ています。質問中に議員が
ちらちら気にしているのは
これだったんです。

　定例会が開かれる回数も、あと片手で数えられるだけになった鹿沼市議会議場。
新コーナー「議場ミュージアム」では、普段あまり市民の目に触れることのない議場の設備やツールをご紹介します☆

【ベル】

【議長席】

【傍聴席】【カウンター】

議場ミュージアム

令和元年第6回 12月定例会の結果

　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、
内閣官房長官、総務大臣、財務大臣及び厚
生労働大臣宛て、意見書を提出しました。（議員
案第11号）
■ 議員案第11号　厚生年金への地方議会議

員の加入を求める意見書の提出について
　地方創生の推進とともに、加速する人口減
少社会への対応が、我が国の将来にとって喫
緊の政治課題となっている。地方議会の果たす
べき役割と責任は、ますます重要となる。
　このような状況の中、地方議会議員は、これ
まで以上に地方行政の広範かつ専門的な諸
課題について住民の意向をくみとり、的確に執
行機関の監視や政策提言等を行うことが求めら
れている。
　また、地方議会議員は、議会活動のほか地
域における住民ニーズの把握等様 な々議員活
動を行っており、近年においては全市的に専業
化が進んでいる。
　一方、今日では、就業者に占めるサラリーマン
の割合は約９割にも達し、地方議会議員のなり
手もサラリーマンからの転身者が増加している。
　地方議会議員が厚生年金に加入できるよう
になれば、民間会社の社員等が議員に転身し
ても切れ目なく厚生年金の適用を受けることがで
き、老後や家族を心配することなく選挙に立候
補できる環境が整うことになる。多様で有為な人
材の確保に大きく寄与すると考えられる。
　よって、国民の幅広い層からの政治参加や
地方議会における人材確保の観点から、厚生
年金への地方議会議員の加入のための法整
備を早急に実現するよう強く要望する。

　４つの常任委員会に、それぞれ特定調査事件を付託しました。各委員会は、委員
の任期中において議会閉会中も継続して調査を行います。（議員案第８号）

���������������議会改革特別委員会
　当委員会に付託された調査事項について、
調査研究していきます。（議員案第９号）
■委員定数　11人
■委員構成
　委員長	 谷中　恵子
　副委員長	 大貫　毅
　委員	 梶原　隆	 宇賀神　敏
　	 大貫　桂一	 加藤　美智子
　	 市田　登	 佐藤　誠
　	 舘野　裕昭	 津久井　健吉
　	 横尾　武男
■付託調査事項
１．常任委員会の動画配信について
２．	議員定数及び報酬と政務活動費について
３．	鹿沼市議会先例申し合わせ事項の見直
しと整理について

４．代表質問について
５．その他議会改革に関する事項

���市民マーケティング調査特別委員会
　当委員会に付託された調査事項につい
て、調査研究していきます。（議員案第10号）
■委員定数　11人
■委員構成
　委員長	 鰕原　一男
　副委員長	 阿部　秀実
　委員	 鈴木　紹平	 橋本　修
　	 藤田　義昭	 佐々木　里加
	 石川　さやか	鈴木　毅
	 小島　実	 関口　正一
	 大島　久幸
■付託調査事項
１．各世代の市民ニーズの把握について
２．	職業別・分野別の市民ニーズの把握
について

３．アンケート作成及び実施について

閉会中の継続調査を行います

特別委員会を設置しました

2020　　208号（　　）15 議会

総務常任委員会 ○市民の命を守る防災・減災について
環境経済常任委員会 ○木のまち鹿沼のイメージ戦略について
文教民生常任委員会 ○ ICT を活用したワンストップ窓口について
建設水道常任委員会 ○まちづくりについて

意見書を提出しました
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議会の詳しい情報は、鹿沼市議会のホームページをご覧下さい。
議会に関することは何でもお気軽にご意見をお寄せください。　　 gikai-jimu@city.kanuma.ｌｇ.jp　　　　　　　　　　　　　　　

※�なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。詳細は議会ホームページをご覧いただくか、
または議会事務局までお問い合わせ下さい。（電話　６３－２２０３）

令和２年第２回定例会予定（３月議会）

議会だよりは、デイジー版（音訳CD）も作成しています。送付をご希
望の方は、議会事務局までご連絡ください。（電話　63−2203）

鹿沼市議会 検�索

　令和元年12月12日から19日まで、足立区役所において「足立区議会議員写真部作品展」が開催されたことから、本市議会からも、特別参加
として５名が計11点の力作を出品しました。その中から秀作５点を紹介します。

　１月26日、鹿沼市社会教育委員の会が
主催する「かぬまかるた大会」が菊沢コミュニ
ティセンターで開催されました。
　この大会は、市内の各地に伝わる44の民
話を題材にしたカルタを使うことで、地域に対
する愛着を育てることも目的としており、参加
した約50人の小学生は楽しみながら熱戦を
繰り広げました。

　昨年10月8日、矢板市文化会館で、栃木
県市議会議長会主催の議員及び事務局職
員研修会が開催され、本市から20名の議員
が参加しました。
　講師は、地域政治論、政治過程論を専門
としている山梨学院大学法学部政治行政学
科、同大大学院社会科学研究科教授の江
藤俊昭氏でした。
　当日は、「地方議会の役割とこれからの議
会改革について」を
テーマとして、住民
自治の根幹として
の議会の役割を勉
強してきました。　

　去る11月27日、来庁された足立区議会の
鹿浜昭議長から「台風19号で被災した方々の
支援に使ってほしい」と、義援金50万円をいた
だきました。鹿沼市
にとって大変励みに
なることですね。足
立区議会の皆様、あ
りがとうございます。

表紙の写真は

研修会に参加しました

災害義援金をいただきました

議会カレンダー	～議会を傍聴しませんか～

NEWS & INFORMATION

2月 3月
月 火 水 木 金 土 日
2/10 11 12 13 14 15 16

9：00
議会運営委員会

17 18 19 20 21 22 23
10：00
本会議（第1日）
提出議案の説明

24 25 26 27 28 29 3/1

2 3 4 5 6 7 8
9：00
議会運営委員会
10：00
本会議（第2日）
議案質疑・一般質問

10：00
本会議（第3日）
議案質疑・一般質問

10：00
本会議（第4日）
議案質疑・一般質問

9 10 11 12 13 14 15
10：00
総務常任委員会
環境経済常任委員会

10：00
文教民生常任委員会
建設水道常任委員会

16 17 18 19 20 21 22
9：00
議会運営委員会
10：00
本会議（第5日）
採決

足立区議会議員写真部作品展に出品しました

　紅葉の葉
撮影者：佐藤　誠議員

IRON
撮影者：橋本　修議員

孫の七五三
撮影者：谷中 恵子議員

令和元年度�鹿沼市花火大会
撮影者：阿部 秀実議員

『After�Heavy�Rain』
撮影者：佐々木 里加議員


